
 
 

「 移動通信システム 5G と土木技術での活用 」 
■ はじめに 

最近、さまざまな場面で耳にする機会が増えてきた「5G」

とは、どのような移動通信システムなのか、以前の通信システ

ムと比べてどのような違いがあるのか、またどのように土木

技術で活用されていくのか、本号ではこれらについて取り上

げたいと思います。 

■ 5Gとは 
5Gとは、「5th Generation」の略で、日本語では「第5

世代移動通信システム」と言われています。日本国内では、

2020 年から携帯電話各社の商用サービスが開始される一方

で、世界的には、2019 年には、アメリカ、韓国、中国など

19 ヵ国で5Gの商用サービスが開始されています。 

5Gの主な特徴としては、「高速大容量」、「高信頼・低遅

延通信」、「多数同時接続」の3 つが挙げられます。 

■ 1Gから5Gへの流れ 
1G から 5G までの移動通信システムの歴史を簡単にまと

めると、下表のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 4Gと5Gの違い 
5G は 4G と比べて、通信速度は 20 倍、遅延速度は

10 分の1、同時接続は10 倍と大幅に進化します。つま

り、5Gは4G（現在）の10 倍以上の効果（理論値）が期待

できるということです。 

 

 
 

■ 5G環境で出来るようになること 
5Gが普及すると、我々の生活面や仕事面で、大きな変化や

新たなサービスの提供が可能になると考えられています。 

●臨場感あふれる高画質映像の配信 

スタジアム全方位からの臨場感あふれるスポーツ中継や、

4Kや8Kなど高画質映像の観覧。 

●遠隔技術の活用 

医療分野でのオンライン診療や遠隔医療支援、建設分野

での確実で安全な遠隔操作による作業。 

●自動運転による交通環境の改善 

自動運転やハンドル抑制よる交通事故や交通渋滞の低減。 

■ 土木技術において 
建設現場における重機の遠隔操作は、既に無線 LAN（Wi-

Fi）を利用して実現化された技術ですが、大容量のデータを用

いるには、遠隔距離や遅延などに課題がありました。この課題

を解決できるのが、大容量の画像や動画をこれまでよりも高

速で遅延なく送受信できる5G です。建設現場に5G 基地局

を設置することで、離れた場所からの遠隔操作や自動運転が

可能となり、オペレーターが現場に行かなくても重機を操作

し仕事を終えることも出来るようになると考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トンネル工事では、5G 基地局と多数のカメラやセンサー

を同時に接続して、坑内の有害ガスや温度、作業員の脈拍等を

計測し、危険を検知すると作業員に通知する、坑内作業での

5Gを活用した安全性向上の実証実験が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらは、建設分野における新技術開発の一例です。5Gの

活用は、工期短縮やコスト縮減、安全性や生産性の向上だけで

はなく、3K（きつい、汚い、危険）イメージが改善され、安

全で奇麗な労働環境へと変遷することも期待されます。 

■ おわりに 
5G は、社会インフラを一新させる可能性を持った通信シ

ステムです。より多くの情報がインターネットを介してやり

取りでき、格段に利便性が向上する分、同時により強固なセキ

ュリティ対策が重要となることも認識する必要があります。 
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5G基地局 

大手建設会社による遠隔操作のデモンストレーション 

出典：日経コンストラクション2020.3.23 

自動運転システムを搭載した重機 
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